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　　 �一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡12月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡

一　般　質　問そこが聞きたい!!

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）
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録画配信の
２次元コード

　下水道管の耐用年数を大幅に超過した場合の
危機管理対応は。
上下水道部長 一般的に、下水道管の標準耐用年
数にかかわらず、公道上における下水道管に起
因する道路陥没などの事故が発生した場合に
は、道路占用者もしくは道路管理者が対応する
ものである。

　旧軍排水路老朽化問題も危機管理に当てはま
るか。
危機管理監 旧軍排水路に起因する道路陥没な
どの事故が発生した場合には、管理者である国
が対応するものであるが、その事故により市民
の生命、身体及び財産に影響を与えるおそれが
ある緊急時や応急対応が必要な場合には、本市

で対応すべきものであると考えている。

　市の危機管理上の認識は。
危機管理監 危機が発生した場合は、その影響を
最小限にするとともに、いち早く危機状態から
の脱出、回復を図ることが市に求められること
から、事故が発生し、市民の生命、身体及び財産
に影響を与えるおそれがある緊急時や応急対応
が必要な場合については、本市で対応するべき
ものと考えている。

旧軍排水路老朽化問題、現状と危機管理上の問題は
福田　正（改進）

老朽化した埋設物が原因の事故例

録画配信の
２次元コード

　ケヤキの樹木医の診断で、広い空間の確保や
土壌改良、整備後の管理上の対策などを講じれ
ば、ケヤキは生きられることが分かった。ケヤキ
を残すよう事業者と協議してもらえないか。
　　 進出企業との包括連携協定締結を機に、ケ
ヤキと共存した形で店舗建設に取り組みたい旨
の意向が示された。地域住民の要望をかなえる
魅力ある施設の実現、落下する枝の危険性を回
避する対策が事業者の責任において確保される
ことなどを条件に新たな提案を受けたものであ
り、現在、担当部局に精査するよう指示している。

①ヤングケアラーの実態調査結果は10月に公
表予定であったが現在の状況は。

市長

②厚生労働省が推進する、ヤングケアラーコー
ディネーターの配置、ピアサポート等相談支援
体制についての考えは。
こども支援部長 ①新型コロナウイルス感染症
の影響により集計作業が遅れているが、年内の
調査結果の公表を目指し事務を進めている。
②本市ではトータルサポート室や家庭児童相談
室が適切な支援につなぐための相談支援業務を
実施しており、十分に機能を果たしている。ま
た、元ヤングケアラーや支援団体による悩み相
談は、有効
的な支援で
あり、既に
埼玉県が実
施している
ヤングケア
ラーチャン
ネルを活用
していく。

衣川　千代子（日本共産党）
ケヤキの診断結果／ヤングケアラー実態調査の集計状況

その他のテーマ▶入曽駅周辺整備事業について

録画配信の
２次元コード

◆終活支援の構築を
　情報開示を了解することを条件に、終活に関
連する情報を生前に市に登録し、万一のとき、病
院、消防、警察、福祉事務所や本人が指定した方
に開示して、本人の意思の実現を支援する、こう
した終活登録を特に一人暮らしで身寄りのない
方がお亡くなりになった後の対応に活用してい
ただきたいと考えるが、見解は。
福祉部長 情報の保護や活用の方法について、先
進的な自治体の実施方法などを調査、研究して
いく。

◆福祉人材の確保・育成や定着を
　地域を支える福祉人材の確保・育成や定着の
ための取り組みは全国的な課題であるが、しっ

かりと戦略を持って取り組む必要がある。人で
しか分からない感情や感覚、思いがあるからこ
そ、「人材」は「人財」であると思うが、市長の考えは。
市長 人と人との直接的な関わりが必要となる
福祉という分野は、人の尊厳や感情が伴う繊細
な業務であり、人材なくしては成り立たない仕
事であることから、人材の確保・育成や定着を図
ることは最重要課題であると考えている。引き
続き、各福祉分野の計画における位置づけ、国や
県の動向、制度や社会資源の進展を注視しつつ、
業務のデジタル化や合理化の進展を活用するな
ど時代の変化にも対応し、長期的な視点から福
祉人材の確保に努めていきたいと考えている。

地域を支える福祉人材の確保・育成・定着に戦略をもって！
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◆障害者福祉の充実
①日常生活用具給付事業利用者全体の約86％
が、ストマ用装具の利用者であるが、装具につ
いてどのような要望があるのか。
②当市においては、直腸機能障害に限定し、ス
トマ用装具の助成をしているが、小腸機能障害
も対象にしている自治体はあるか。
③ストマ用装具の給付要件を緩和することはで
きないか。
福祉部長 ①便や尿以外の排せつ物を処理する
ためのストマ用装具も、給付の対象としてもら
いたい旨の要望がある。
②小腸機能障害を起因としたストマ用装具の給
付を要綱に規定している市町村は、県内63市町
村中26市町村、要綱に規定してないが、給付対

象としている市町村が28市町、合計で54市町村
である。
③他市の要綱や対応について、さらに調査を進
めるとともに、要望や相談内容などを精査し、ス
トマ用装具の給付の柔軟な対応が可能となるよ
う、要綱の見直しを検討していく。

衣川　千代子（日本共産党）

　障害者日常生活用具給付事業において要件の拡大を
綿貫　伸子（公明党）

消化器系ストマ用装具

加賀谷　勉（公明党） 

出典：入間市ホームページ


